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〜気づき・学び・守ろう みんなの人権〜

にこにこフェスティバル

美波町人権問題講演会が開催されました 

　11月14日（水）、美波町由岐公民館において、美波町人権問題講演会が開催されました。講

師は、落語家　林家花丸さん。「差別－壊れた心のメガネ」と題した講演で、花丸さんの小気味

よい語りとリアルな状況描写に会場は大きな笑いや拍手に包まれていました。 

　「その場、その時、その場所で、その相手にあったやり方で、たくさんある引き出しの中から、

正しく選択して、なおかつ実行することのできる人、こういうことのできる人を大人というので

はないですか。世の中に大人が随分少なくなりましたね。」 

　「言葉で優しく言うだけでなく具体的な行動を。  行動をもって心を移そうとすることができる

かどうか大事ですね。」 

　「人間はだれだって必要とされているし、だれにだって求められていい。社会は大きなキャン

パスです。どんな色も必要なんです。『あなた

はあなたらしさをもっています。あなたの色

が必要な時があります。』ということを伝える

ことがとても大切なことではないでしょうか。」 

　花丸さんから“芸人のおみやげ（うどんの

すすり方）”もいただき、会場はひまわりのよ

うな笑顔であふれていました。 

（美波町人権教育協議会） 

　12月9日（日）井ノ上公会堂周辺を会場に『第9回にこにこ

フェスティバル』が開催されました。 

　町内の小・中学校生徒の作品の展示コーナー、絵手紙や石の亀

づくりが体験できるコーナー、たこやきや焼きそばなどのバザー

には多くのお客さんが列を作っていました。　また、オカリナや

おはなし会、人権コンサートなど多彩な催しに、会場は笑顔につ

つまれた１日となりました。 
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